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研究成果の概要（和文）： 
本研究の目的は特異的言語発達障害 (Specific Language Impairment, 以下 SLI) 、発達性読

み書き障害、吃音、の子どもが用いる補助ストラテジーの特徴を明らかにすることであった。

本研究の結果、SLI 児についてはアスペクトや時制辞の産出、受動文の理解などの際に独自の

方略を使用していることが確認できた。しかし、補助ストラテジーを捉える方法の開発ができ

ず、いずれの障害種についても、補助ストラテジーそのものの特徴を明確にすることはできな

かった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study was to investigate the nature of compensatory strategies used by 
children with specific language impairment (SLI), those with dyslexia and those who 
stutter. The results were as follows. In children with SLI, we found peculiar strategies in 
the production of tense and aspect markers, as well as in the comprehension of passives. 
However, we were unable to develop a particular method of the study of the compensatory 
strategies. Thus, we have left the distinct characteristics of the compensatory strategies in 
children with SLI, dyslexia and those who stutter to further investigation. 
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１．研究開始当初の背景 
わが国において研究が遅れており、指導法

の開発が急務となっている障害として特異
的 言 語 発 達 障 害  (Specific Language 
Impairment, 以下 SLI） や発達性読み書き障

害、 吃音がある．これらの子どもたちは，
特定の言語知識（統語、形態、音韻などに関
する知識）やその処理に限って正常な発達が
妨げられるという特徴をもつ。したがって、
これらの障害の特徴を明らかにし、その指導
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法を開発するためには、言語学や心理言語学
の知見をふまえた研究が不可欠である。 

我々は、平成 16 年度から平成 18 年度まで
科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）「日本語
の特異的言語発達障害の特徴および評価法
に関する言語学的研究」）により、日本語 SLI
の特徴および評価法に関する言語学的研究
を行った。さらに平成 19 年度から 21 年度に
かけては、日本語 SLI の特徴および指導法に
関する研究を行った。我々の研究の特徴は、
(1)言語学の知見をふまえたアプローチであ
ること、（2）日本語 SLI 児２例に対する長期
間（６年以上）にわたる縦断研究を中心とし
ていること、（3）その成果を随時国際学会で
発表してきたことにある。 

対象児２例の計６年間にわたる研究の結
果、語彙面には伸びがみられるが、受動文や
時制など文法的側面の成績には伸びがみら
れないことなどが明らかになった。注目すべ
きは、受動文や時制の検査課題を実施した際
に、健常児であれば無意識のうちに自動的に
行う課題に対して、SLI 児たちは自分で考え
出した独自のストラテジー(例：時制の課題の
場合は副詞に注目することがポイントで、
「昨日」という副詞があった場合は動詞の語
尾は「た」、「明日」という副詞の場合は「る」
となる、など)を用いていたことであった。 
 このことから、SLI 以外の、言語知識ない
し言語処理の一部に障害があると推察され
る子どもたち、たとえば音韻面に困難がある
ことが指摘されている発達性読み書き障害
児や、吃音児も独自の補助ストラテジーを用
いて言語処理を行っている可能性が考えら
れる。 
 本研究の研究代表である伊藤研究室では、
発達性読み書き障害（迫野・伊藤，2007，
Sakono & Ito, 2009）や吃音（Shimamori & Ito, 
2006, Shimamori & Ito, 2007, Shimamori & Ito, 
2008, 島守・伊藤，2009）の音韻的側面に視
点をあてた研究を最近行っているが、補助ス
トラテジーに注目した研究はこれまで行っ
ていない。 
 
２．研究の目的 
言語知識・言語処理に問題をもつ子どもの

国内外の研究領域において、補助ストラテジ
ーを研究対象として体系的な研究を行い、そ
れを手がかりとして障害メカニズムや指導
法の開発に取り組んだ研究は筆者の知る限
りない。 

本研究の特徴は、この補助ストラテジーに
視点をあてる点にある。SLI 児や発達性読み
書き障害児、吃音児が用いる補助ストラテジ
ーの特徴を明らかにすることによって、彼ら
の用いる代替手段の特徴が明確になり、指導
の際の手がかりが得られると考えられる。 

補助ストラテジーに着目するということ

は、SLI 児や発達性読み書き障害児、吃音児
などの苦手なところに視点を置くのではな
く、彼らが得意とするところに着目している
ことになる。この点が本研究の特徴と言える
であろう。 

本研究の目的は、指導法の開発が急務とな
っている SLI、発達性読み書き障害、吃音、
の子どもたちが用いる補助ストラテジーの
特徴を心理言語学の知見を用いて明らかに
することである。 
 
３．研究の方法 
今回のメンバーは、言語に問題をもつ子ど

もたちに対して心理言語学的アプローチを
行ってきた伊藤（研究代表者）と、連携研究
者として、言語学的視点からの日本語 SLI 研
究の第一人者である福田真二と福田スージ
ー、の２名であった。二人は、これまでも６
年間にわたり、伊藤と SLI の共同研究を行っ
てきたメンバーであり、言語学、心理言語学
アプローチを専門領域とする研究者である。 
また、研究協力者として、伊藤の研究室に

所属する２名の博士課程院生（島守幸代、迫
野詩乃）が加わった。その理由は、迫野は発
達性読み書き障害、島守は吃音を研究テーマ
としており、それぞれが、研究成果を蓄積し
つつあることと、発達性読み書き障害児、吃
音児を対象とする検査課題に習熟しており、
協力してもらえる機関（学校、保育園など）
とコンタクトを持っていることによる。 
今回の研究は、対象とする障害種ごとに３

つのチームによって行った。（1）SLI（研究
代表者と２名の連携研究者）、（2）発達性読
み書き障害（研究代表者と、発達性読み書き
障害を研究テーマとする研究協力者１名）、
（3）吃音（研究代表者と、吃音を研究テー
マとする研究協力者 1 名）の３チームである。 

SLI チームの役割は、６年以上にわたり、
縦断研究の対象としてきた２例の SLI 児を対
象とした縦断研究を継続し、自然発話および
言語処理課題における反応から、SLI の補助
ストラテジーを詳細に検討するとともに、ス
トラテジーの縦断的変化についても検討す
ることであった。 

発達性読み書き障害チームの役割は、発達
性読み書き障害児を対象として、語および非
語の読み課題を中心とした言語処理課題を
実施し、その際に観察されるストラテジーの
特徴を明らかにすることであった。 
吃音チームの役割は、学齢期の吃音児を対

象として、呼称課題や音読課題を中心とした
言語処理課題を実施し、その際に観察される
補助ストラテジーの特徴を明らかにするこ
とであった。 
 
４．研究成果 
 初年度（平成 22 年度）は SLI 児について



はアスペクトに視点を当てた。英語圏では
SLI 児はアスペクトの獲得に困難を示すと言
われている。対象児は６年以上にわたって
我々が縦断研究を行ってきた 15 歳の女児と
11 歳の男児であった。この研究の結果、日本
語を母語とする SLI 児もアスペクトの獲得に
困難を示し、文完成課題においては、過去を
示す副詞等に着目した独自のストラテジー
を用いることなどが明らかになった。この研
究結果は、この年（2010 年）にオスロで開催
された国際学会  (The 13th Meeting of the 
International Clinical Linguistics and Phonetics 
Association) で発表した。この学会での発表
を中核とした論文が Asia Pacific Journal of 
Speech, Language, and Hearing に掲載された 
(Ito, Fukuda, E. & Fukuda, 2011)。発達性読み書
き障害との関係では、日本語を母語とする幼
児が読み書きが未熟な段階で行う逐次読み
に着目し、逐次読み段階の幼児の読みは、ア
クセント型の影響を受けることを明らかに
した。吃音については、音声移行が発話の困
難さに有意な影響を及ぼすのは語頭音節の
みであり、２音節以降は有意な影響を及ぼさ
ないことを明らかにした。発達性読み書き障
害と吃音についてのこれらの結果はいずれ
も上記の学会で発表された。逐次読みについ
ての発表は前述の雑誌に掲載された (Sakono, 
et al., 2011) 。 
 次年度（平成 23 年度）は各チームとも、
補助ストラテジーの産出を促す言語課題を
実施することになっていた。各チームにおけ
るこの年度の研究の概要は以下のとおりで
あった。SLI チームは、SLI 児２例の縦断研
究を継続するとともに、国際学会  (12th 

International Congress for the Study of Child 
Language) において SLI 児に観察された
creative errors に関する報告を行った。さらに、
この 2 例のうちの 1 例にみられた、受動文獲
得過程の補助ストラテジーに関する論文を
学会誌に投稿し、掲載された  (Fukuda, E., 
Fukuda & Ito, 2011)。しかし、補助ストラテジ
ーの産出を促す言語課題の開発はできなか
った。 
 発達性読み書き障害チームは、国際学会 
(12th International Congress for the Study of 
Child Language)においてフット (Foot) の構
造が幼児の読みに及ぼす影響について報告
した。また、国内の学会誌に、幼児の読みに
及ぼす音節量構造の影響に関する論文を２
本投稿し、いずれも掲載された（迫野・伊藤, 
2011a, 2011b）。さらに、読みが未熟な幼児に
おける非語の復唱について国内の学会で報
告した。しかし、補助ストラテジーを引き出
しやすい言語課題の作成には至らなかった。 
 吃音チームは、国際雑誌に吃音児の音声移
行に関わる論文を投稿し、掲載された 
(Matsumoto-Shimamori, Ito, et al., 2011) 。しか

し、吃音児の補助ストラテジーを引き出す課
題は作成できなかった。 
 このように、平成 22 年度と平成 23 年度の
２年間で、SLI 児においては補助ストラテジ
ーの研究がある程度進展した。しかし、それ
は、SLI 児が自ら補助ストラテジーを言語化
する場面に遭遇したことによるものであっ
た。SLI、吃音、発達性読み書き障害、それ
ぞれにおける、補助ストラテジーの産出を促
す課題の開発および実施は極めて難しいこ
とが明らかになった。 

そこで 3 年目の最終年度（平成 24 年度）
の研究では、各障害における、本来の言語処
理の代替手段としての補助ストラテジーの
方法論を検討する方向に進むのではなく、こ
の２年間の研究で明らかになった各グルー
プの、言語処理の困難さに関する研究成果を
進展させることとした。 
 SLI チームは文レベルの処理を中心に検討
した。SLI 児２例の縦断研究を継続するとと
もに、この 2 例における格助詞の誤用の特徴
を、構造格と内在格という視点から検討し、
その結果を国内の学会誌に投稿し、その論文
は掲載された（村尾・松本(島守)・伊藤，2012）。
さらに、この 2 例の構造格の格助詞について
詳しく検討し、その結果を国内の学会で発表
した。発達性読み書き障害チームは語レベル
の処理を検討した。読みが未熟な幼児におけ
る非語の復唱の特徴を SLI 児と比較し、その
結果を、国内の学会で発表した。吃音チーム
は、国際学会 (7th World Congress on Fluency 
Disorders) において、学齢期の吃音児を対象
として、（1）吃音が文の最初の語で生じる傾
向があるのかどうか、（2）一語発話において
形態論的複雑さが吃音頻度に影響するのか
どうかについて、報告し、さらに、（3）非吃
音児における非流暢性の発生が syntax spurt
現象と関係するのかどうか、について発表し
た。また、国内の学会においては、学齢期の
児童を対象として、（1）音読と呼称の困難さ
の比較、（2）語の処理と句の処理における高
頻度群と低頻度群との比較を行い、さらに、
（3）幼児 2 例に生じた吃音症状の生起位置
について、報告した。 
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